
★目的 

 以前から地元 3小学校の協力を得てクヌギ･コナラのドングリの育成
ングリの里親になってもらう)を行ない､5 月の国際生物多様性の
ーンウェイブに参加し､育成した苗の植樹を実施して来た。今年も

生に注意を払いながら、森の復元に向けて土地所有者､地元住民､子供や都

市住民が共同して、楽しみながら息の長い森の復元活動を行な

★内容 

○植樹後の苗木の経時変化を観察しながら､草刈･水やり・ｸｽ゙の根掘り・

腐葉土や堆肥を施肥し､月 1回の手入作業実施｡
○人が集まって利用する森づくりとして､森の素材を使って遊ぶ自然遊び

と木工教室等の親子参加の森づくりパークを実施｡

○生物多様性の増進の観察として､季節毎の植生､生き物

○森林学会への当事業に関する論文投稿や、活動

のＰＲを実施。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

事業名(団体名)：山砂採取跡地の里山の森づくり－千の苗植林プロジェクト

★今後の方針 

今後も専門家や経験者の指導を受けつつ､

森づくりにイベントを盛り込みながら楽し

みながら毎月の手入作業、観察調査、植樹、

子供たちが参加する森づくりパークを進め

ていきたい。 
H23年度は､プレーパークリーダーの指導
を受けながら活動地を荒地に見立て､荒地の

利用区分図を作成し､道を作り､遊びの拠点

を構築して､自由な発想の森の遊びを創出す

る土台つくりを行なう｡ 
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山砂採取跡地の里山の森づくり－千の苗植林プロジェクト

住所：〒290-0509市原市安久谷
電話：0436-92-1196 Mail：

★団体概要 

村田川源流域の里山・谷津田の自然生態系を保全・復元

し、次世代に継承する活動を支援しています。その第１歩

として、産業廃棄物処理場計画跡地の水源涵養林復元に取

り組み中です。 
 
★これまでの主な活動 

○ESD地域ﾐーﾃｲﾝｸ゙ in 土気開催：
○G20記念事業「小山町観音地で植樹祭と自然観察会」
：H20年 3月、子供 36
○定例手入作業：H20年 6
○「落葉を集めてプール遊び＋ドングリ拾

：H20年 12月、子供36
○「里親になって!千の苗プロジェクト」
：H21年 11月､子供 21
○国際生物多様性年グリーンウェイブ参加記念植樹祭

：Ｈ22年 5月､子供 20
 
 
 
 
 
 

住所：〒267－0066千葉市緑区あすみが丘
電話：043-294-6885   
Mail：er8m-hsn@asahi-net.or.jp
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山砂採取跡地の里山の森づくり－千の苗植林プロジェクト(緑の環･協議会) 

市原市安久谷 102-8 代表者：鶴岡 清次 
：sugitake@kib.biglobe.ne.jp  

村田川源流域の里山・谷津田の自然生態系を保全・復元

し、次世代に継承する活動を支援しています。その第１歩

として、産業廃棄物処理場計画跡地の水源涵養林復元に取

土気開催：H18年 10月､49名参加｡ 
記念事業「小山町観音地で植樹祭と自然観察会」 

36､大人 116名参加 
6月より毎月 1回､平均 30名参加｡ 

「落葉を集めてプール遊び＋ドングリ拾い」 
36､大人 61名参加｡ 

千の苗プロジェクト」 
21､大人 56名参加｡ 

グリーンウェイブ参加記念植樹祭 
20､大人 78名参加｡ 

 
千葉市緑区あすみが丘2-38-15 
   代表者：石谷  栄次 

net.or.jp URL：http://www.g-cycle.org 

自然観察会 


